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ぼ
く
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
生
ま

れ
は
、
昭
和
十
七
年
一
月
。
名

前
は
小
沼
ミ
ヤ
子
で
す
。

　

こ
の
写
真
は
昭
和
二
十
九
年

の
一
月
に
学
校
で
写
し
た
写
真

で
す
。
こ
の
時
、
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
十
二
才
で
ち
ょ
う
ど
六
年
生

で
し
た
。
六
年
生
は
も
う
一
組

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
写
真
を
見
て
ぼ
く
は
ば

あ
ち
ゃ
ん
に
、

「
こ
の
こ
ろ
か
ら
長
ぐ
つ
が
あ
っ

た
ん
だ
ね
。」
と
言
い
ま
し
た
。

　

そ
し
た
ら
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

「
長
ぐ
つ
な
ん
て
ま
だ
高
か
っ
た

か
ら
二
、
三
人
く
ら
い
し
か
は

い
て
ね
ぇ
。」
と
言
い
ま
し
た
。

　

ま
た
そ
の
あ
と
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
、「
今
は
色
々
あ
る
け
ど
昔
は

な
か
っ
た
か
ら
、
た
ぶ
ん
今
の

人
よ
り
が
ま
ん
が

で
き
る
。」
と
言

い
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
こ
の
言

葉
を
聞
い
て
、
ば

あ
ち
ゃ
ん
た
ち
み

た
い
に
が
ま
ん
が

で
き
る
強
い
子
に

な
り
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

聞
き
書
き
百
選（
平
成
二
十
六
年
度
発
行
）

　
　
『
じ
い
ち
ゃ
ん
　
あ
り
が
と
う
』よ
り

Ｑ
：
今
年
も
も
う
す
ぐ
終
わ
り
で
す
が…

。

ミ
ヤ
子
さ
ん
：
去
年
の
今
頃
、
も
の
す
ご
く

雪
が
多
か
っ
た
の
に
、
今
年
は
少
な
い
な
。

珍
し
い
く
ら
い
。

涼
君
：
ク
リ
ス
マ
ス
な
の
に
、
雪
が
無
い
ん

だ
も
ん
ね
。

Ｑ
：
涼
君
「
よ
み
が
え
る
話
」
と
い
う
タ
イ

ト
ル
に
し
た
の
は
？

涼
君
：
少
し
悩
ん
だ
ん
で
す
が
、
お
じ
い
ち

ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
聞
い
た
話
の
こ
と

な
の
で
先
生
と
話
し
合
っ
て
考
え
ま
し
た
。

Ｑ
：
こ
の
集
合
写
真
は
？

ミ
ヤ
子
さ
ん
：
私
た
ち
が
５
年
生
の
時
、
雪

合
戦
を
し
た
後
の
記
念
写
真
で
す
。

Ｑ
：
涼
く
ん
が
、「
長
ぐ
つ
」
に
目
を
留
め
て

い
ま
す
が
。

ミ
ヤ
子
さ
ん
：
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
あ
り
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
の
２
〜
３
人
が
長
ぐ
つ
、
他
は
「
フ

カ
グ
ツ
」
と
「
ゲ
ン
ベ
エ
」。

Ｑ
：
長
ぐ
つ
は
、
ど
こ
で
買
っ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
？

ミ
ヤ
子
さ
ん
：
そ
ん
な
ご
ど
、
わ
が
ん
ね
な
ぁ
。

よ
く
覚
え
て
な
い
け
ど
、「
サ
ダ
マ
サ
」
で
売

っ
て
い
た
の
か
な…

、
私
は
買
っ
て
も
ら
え

な
か
っ
た
。

Ｑ
：
こ
の
頃
の
学
校
生
活
の
こ
と
を
何
か

ミ
ヤ
子
さ
ん
：
先
生
の
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
覚

え
て
い
る
ん
だ
が
、勉
強
し
て
い
た
の
か
な…

。

一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
先
生
た
ち

は
黒
板
を
指
す
竹
の
棒
を
持
っ
て
い
て
、
戦

（
い
く
さ
）
の
話
が
好
き
な
男
の
先
生
が
教
卓

に
ま
た
が
っ
て
、
秀
吉
の
時
代
だ
っ
た
の
か

そ
の
棒
を
ム
チ
に
し
て
馬
で
戦
っ
て
い
る
話

を
し
て
く
れ
た
。
い
つ
も
同
じ
話
な
ん
だ
が
、

と
て
も
面
白
か
っ
た
。
生
徒
が
、
授
業
に
飽

き
て
く
る
と
先
生
が
そ
れ
を
や
っ
て
く
れ
た

ん
だ
が
、
先
生
も
好
き
だ
っ
た
ん
だ
べ
な
。

そ
の
光
景
は
、
よ
〜
く
覚
え
て
い
る
、
あ
れ

が
歴
史
の
授
業
だ
っ
た
の
か
な
。

Ｑ
：
学
校
の
遠
足
は
ど
う
で
し
た
か
？

ミ
ヤ
子
さ
ん
：
草
履
は
い
て
行
き
ま
し
た
。

楢
戸
（
な
ら
ど
）
の
分
校
に
歩
い
て
行
っ
た
。

そ
こ
で
飲
ん
だ
、
砂
糖
の
入
っ
た
ム
ギ
茶
が

と
て
も
美
味
か
っ
た
な
ぁ
。
行
く
途
中
の
マ

ツ
ト
バ
と
い
う
と
こ
ろ
に
井
戸
が
あ
っ
て
そ

こ
で
休
憩
。
そ
こ
で
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
つ
る

べ
で
水
を
汲
ん
で
く
れ
て
、
み
ん
な
に
一
口

ず
つ
水
を
飲
ま
せ
て
く
れ
る
。

Ｑ
：
遠
く
の
町
へ
行
っ
た
記
憶
は
？

ミ
ヤ
子
さ
ん
：
十
三
参
り
の
時
に
柳
津
さ
行

っ
て
、
泊
ま
り
は
若
松
の
玉
川
旅
館
だ
っ
た

覚
え
が
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
七
夕
の
頃
、
初
め

て
町
の
七
夕
を
観
に
行
っ
て
、
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
を
食
べ
た
。
ア
イ
ス
っ
て
言
っ
た
っ
て
、

キ
ャ
ン
デ
ィ
だ
よ
、
み
ん
な
で
食
べ
た
。
美

味
か
っ
た
な
ぁ
。
お
土
産
に
金
平
糖
買
っ
て

来
た
っ
け…

。
近
所
の
女
の
子
は
、
お
土
産

に
金
平
糖
ば
か
り
い
っ
ぱ
い
買
っ
て
き
て
、

家
の
人
に
お
こ
ら
れ
た
ん
だ
と
。

涼
君
：
取
材
っ
て
、
緊
張
す
る
か
な
、
と
思

っ
て
い
た
け
れ
ど
、
気
楽
に
話
せ
て
良
か
っ

た
で
す
。

※

涼
君
は
、
６
年
生
７
人
、
５
年
生
８
人
の

複
式
学
級
で
学
ん
で
い
る
。

（
写
真
・
文
責
：
菅　

敬
浩
）

▼
取
材
ノ
ー
ト

よ
み
が
え
る
話

只
見
町
立
只
見
小
学
校　

五
年　

鈴
木　
　

涼

祖
母
：
小
沼
　
ミ
ヤ
子
　
さ
ん

　
　
（
昭
和
17
年
生
）

孫
　
：
鈴
木
　
　
涼
　
君

　
（
平
成
15
年
生
）〔
只
見
小
６
年
〕

飯
塚
清
一
さ
ん

（
昭
和
22
年
生
ま
れ
：
柳
津
町
湯
八
木
沢
）

　

滝
谷
か
ら
湯
八
木
沢
の
方
に
向

か
っ
て
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
、
左

側
に
営
林
署
の
杉
が
植
え
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　

子
ど
も
の
頃
、
そ
こ
に
よ
く
草
刈

り
に
行
っ
た
。
稲
刈
り
が
終
わ
っ
た

田
に
、
稲
ワ
ラ
と
一
緒
に
肥
料
の
代

わ
り
に
草
を
入
れ
る
た
め
だ
。
草
刈

り
の
場
所
を
と
る
た
め
に
、
朝
早
く

真
っ
暗
い
う
ち
に
家
を
出
た
も
の
だ
。

　

秋
彼
岸
の
頃
だ
っ
た
。
私
は
４
歳

か
５
歳
だ
っ
た
が
、
じ
さ
ま
や
ば
さ

ま
が
居
な
か
っ
た
の
で
親
と
一
緒
に

連
れ
て
行
か
れ
た
。
ま
だ
暗
い
草
刈

場
に
着
く
と
、
滝
谷
川
を
渡
っ
た
川

向
い
の
山
に
、
灯
り
が
ず
ら
っ
と
並

ん
で
い
る
の
が
見
え
た
。
曽
根
か
ら

曽
根
に
何
百
人
も
で
タ
イ
マ
ツ
持
っ

て
る
よ
う
に
見
え
た
の
を
覚
え
て
い

る
。 不

思
議
な
話



軒
先
の
風
景
写
真
・
文
　
竹
島
　
善
一

　

太
郎
布
の
集
落
は
沼
沢
湖
か
ら
さ
ら
に
上
っ
た
高
原
に
あ

る
。
金
山
町
の
中
で
も
、
人
の
住
む
地
で
は
最
多
降
雪
の
地

で
あ
る
。

　

凍
み
大
根
が
干
さ
れ
た
単
純
化
さ
れ
た
モ
ノ
ト
ー
ン
の
世

界
に
、
人
の
息
吹
を
見
る
。

　

秋
に
収
穫
さ
れ
る
大
根
の
保
存
法
と
し
て
、
先
人
は
こ
の

寒
気
を
利
用
し
て
き
た
。
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
旨
味

を
引
き
出
す
知
恵
は
、
干
し
柿
、
干
し
餅
な
ど
多
々
あ
る
。

（
平
成
17
年
２
月　

金
山
町
太
郎
布
）

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
帽
子
の
よ
う
な
頭
部
が
、
光
線
に

よ
り
緑
色
や
紫
色
に
か
が
や
く
。
全
国
の
湖
沼
や
川

に
飛
来
す
る
冬
鳥
だ
が
、
数
は
少
な
い
。
奥
会
津
で

は
ダ
ム
湖
で
数
羽
が
越
冬
し
て
い
る
。
き
れ
い
だ
が
、

注
目
さ
れ
ず
残
念
。

　お正月に欠かせない新巻鮭。かつては塩引きと言った。残った頭の部分
をゆでこぼして、昆布、ニンジン、ごぼうなどと一緒にコトコトと気長に
煮る。骨が柔らかくなったら酒粕を加え、ミリン少々で味を調え、水分を
飛ばしたら出来上がり。ご飯のお菜にも酒のつまみにも喜ばれるお正月の
名残りの一品。

奥会津の食材と料理

粕　煮

ヤ
ブ
コ
ウ
ジ

道具の年取り

暦に添う暮らし暦に添う暮らし

　１月１５日。１年間の暮らしを支えてくれた刃物を神
棚の前に飾ってごちそうを供え、感謝する小正月の行
事。この日だけは刃物たちを休ませて一緒に年を重ねて
もらう。クワ、ノコギリ、ナタ、包丁、ハサミ等々。山村の
暮らしには欠かせない道具たちにも正月が巡ってきた。

　ブナ林の林床で、ひっそりと赤い実をつける小さな常
緑樹。群生している様は趣があり、園芸種として重宝さ
れるのもうなずける。語源は、やぶのなかに生え、ミカ
ン科のコウジに似ているから。

ヨシガモ

奥
会
津
の
生
き
物
と
草
花

写
真
・
文
：
新
国
　
勇
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★只見川電源流域振興協議会は、福島県只見川流域の７町村の活性化と振興を図るために活動している団体です。
この冊子は電源立地地域対策交付金の事業により作成されています。

クイズクイズ クイズに答えて奥会津の地場産品を貰おう！
問題：次の方言の意味は何でしょう？

◎89号「カンジキ」の答え：雪上を歩くための道具

奥会津だより
定期購読者募集中

正解者の中から抽選で2名様に、南会津町舘岩の
「木製鍋敷き」をプレゼントいたします。

※当選者の発表は、商品の発送をもってかえさせて頂きます。  ※クイズの答えは次号91号で発表いたします。

ご希望の方は事務局まで発送先（ご住所・お名前）をご連絡ください。

TEL.0241-48-5525      FAX.0241-48-5575
E-mail : webmaster@okuaizu.net

問い合せ先：只見川電源流域振興協議会事務局

●応募方法：官製ハガキに奥会津だよりの感想、住所、
氏名、電話番号を明記の上、答えをお書きください。
●あて先：〒969-7511
福島県大沼郡三島町大字宮下字中乙田979
奥会津書房 宛
●応募締切：2016年2月15日消印有効 

ヒント：P2. 聞き書きをご参照下さい。

たくさんのご応募ありがとうございました！

「ゲンベエ」

読者コーナー読者コーナー
●今回の表紙は（ミジャ）（タンナゲ)と云われていた洗い場ですね。

子どもの頃は良く手伝いを致しました。会津の水はとてもおいしく

て、どこででも飲むことができました。三島に帰った折には、おいし

い水を沢山飲みたいです。(岡山県：Ｆ．Ｈさん）

●毎号見て、なんともほっとします。ほんの４ページの誌面なので

すが、いいたいことがわかります。今後もこの調子でお願いします。

(檜枝岐村：Ｈ.Iさん）

●貴誌を読んで、とても季節感のある冊子だと思った。表紙の写真

が素晴らしい！内容にしても、奥会津の特産品や日常生活が手に取

るように伝わってきます。(栃木県：Ａ.Fさん）

●貴誌をはじめて拝見いたしました。強くアピールするものがない

ところがうれしい。飾ることなく極自然に奥会津の様子を伝えてい

るところが気に入りました。宣伝紙とは違うところがよいのです。

(新潟県：Ｔ．Ｍさん）

奥会津イベント情報奥会津イベント情報 2月～3月

奥会津の特産品や六次化推進事業で開発してきた新
商品の発表と販売を、コラッセふくしまを会場に開
催いたしますので、多くの皆さまのご来場をお待ち
しております。

パネルディスカッションや基調対談のほか、今年度
当協議会が実施してきた事業の成果発表の場として
金山町で開催いたします。

◆日　時　平成 28年 3月 4日（金）～ 5日（土）
◆場　所　コラッセふくしま

福島市三河南町 1番 20 号

◆日　時　平成 28年 3月 12 日（土）
◆場　所　金山町　多目的体育施設御神楽館

福島県大沼郡金山町大字本名字船渡 913

◆問合せ　只見川電源流域振興協議会　℡0241-48-5525

第６回
歳時記の郷・奥会津ブランドフェア
第６回
歳時記の郷・奥会津ブランドフェア 歳時記の郷奥会津シンポジウム歳時記の郷奥会津シンポジウム

≪奥会津振興センターからのお知らせ≫

時　日 名トンベイ     町村名 場　所 問　合　せ
2月6日（土）～7日（日） 第36回会津やないづ冬まつり 柳津町 道の駅「会津柳津」 柳津町役場観光商工班　☎0241-42-2114

2月7日（日） 読売杯南郷スラローム大会 南郷地域 会津高原南郷スキー場 会津高原南郷スキー場　☎0241-73-2111

2月13日（土） 第44回雪と火のまつり 三島町 三島町町民運動場 三島町観光協会　☎0241-48-5000

2月第2土曜日頃 南郷早乙女踊 南郷地域 南会津町下山地区 南会津町観光物産協会南郷支部　☎0241-64-5811

2月13日（土）～14日（日） 第44回只見ふるさとの雪まつり 只見町 ＪＲ只見駅前広場 只見ふるさとの雪まつり実行委員会　☎0241-82-5240

2月20日（土）～21日（日） 第43回クロスカントリースキー伊南杯 伊南地域 伊南クロスカントリースキーコース 南会津町観光物産協会伊南支部　☎0241-64-5711

2月21日（日） 第38回会津かねやま雪まつり 金山町 金山町民体育館周辺 金山町観光物産協会　☎0241-42-7211

2月28日（日） 第33回からむし織の里雪まつり 昭和村 道の駅からむし織の里しょうわ からむし織の里雪まつり実行委員会　☎0241-57-3100

3月6日（日） 第14回福島民報杯会津高原たかつえ 
B級G・Sポイント大会 舘岩地域 会津高原たかつえスキー場 南会津町観光物産協会舘岩観光センター　☎0241-64-5677

3月12日（土）～13日（日）
第35回三島町生活工芸品展

三島町
三島町生活工芸館

三島町生活工芸館　☎0241-48-5502
第15回全国編み組工芸品展 交流センター山びこ

3月21日（月） 第6回高畑スプリングレース 伊南地域 会津高原高畑スキー場 会津高原高畑スキー場　☎0241-76-2231

3月26日（土） 2016林千春メモリアルＳＡＦ公認記録会
檜枝岐村 尾瀬檜枝岐温泉スキー場 尾瀬檜枝岐温泉観光協会　☎0241-75-2432

3月27日（日） 第40回ＳＡＦ公認朝日杯スラローム大会


